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9月12日、中学校（松永宣男校長）体育祭が開催され優勝を目指
し、熱戦がくり広げられました。



議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い

て平
成
16
年
度
和
木
町
交
通
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
関
す

る
専
決
処
分
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
河
村
忠
昭
さ
ん
を
任
命
す
る
も
の

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

1

※
駒
井
進
さ
ん
を
任
命
す
る
も
の

平
成
15
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

4
6
、
9
7
8
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

3
、
9
0
3
、
8
0
6
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
16
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3

2
、
2
2
1
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
5

3
9
、
6
3
3
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
16
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6

4
6
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
8
2
、
9

3
4
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
16
年
度
和
木
町
交
通
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
0

0
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
5
、
0
5
3

千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
16
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6

9
3
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
3
0
7
、

1
4
8
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
16
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
1

5
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
6
1
5
、
1

8
1
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
16
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
、

5
4
8
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
3
3
2
、

1
8
8
千
円
と
す
る
も
の
。

大
島
郡
4
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

駒井　進さん 河村　忠昭さん
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9
月
7
日
、
正
午
過
ぎ
よ
り
、
大
型
で

非
常
に
強
い
台
風
18
号
が
山
口
県
に
上

陸
、
そ
の
強
い
風
雨
に
よ
り
、
町
に
も
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
り
、
一
般
世
帯
に
お
い

て
は
、
瓦
の
破
損
に
よ
る
雨
漏
り
、
近
隣

住
宅
や
自
動
車
へ
の
損
害
事
故
、
倉
庫
・

駐
車
場
の
屋
根
や
扉
の
破
損
や
飛
散
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
各
所
で
停

電
が
発
生
し
た
も
の
の
、当
日
中
に
は
復
旧

し
、
最
小
限
の
被
害
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

蜂
ヶ
峯
公
園
で
は
、
街
路
樹
な
ど
が
倒

れ
た
り
、
管
理
棟
・
弓
道
場
の
ガ
ラ
ス
、

バ
ラ
園
の
フ
ェ
ン
ス
看
板
が
風
で
吹
き
飛

ば
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
対
し
、

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
災
害
保
険
等
の
請
求
に
必
要
と

な
る
罹
災
証
明
書
は
、
企
画
総
務
課
で
発

行
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
0
7
）

変
更
に
つ
い
て

光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・
楠
町
の
廃

置
分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

大
和
町
、
楠
町
及
び
山
陽
地
区
消
防
組
合

の
脱
退
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
の
財
産
処
分
に
つ
い
て

大
島
郡
4
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・
楠
町
の
廃

置
分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
非
常
勤
職

員
公
務
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

大
島
郡
4
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・
楠
町
の
廃

置
分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
消
防
団
員

補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

大
和
町
、
楠
町
及
び
山
陽
地
区
消
防
組
合

の
脱
退
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
消
防
団
員

補
償
等
組
合
の
財
産
処
分
に
つ
い
て

大
島
郡
4
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

光
市
・
大
和
町
及
び
宇
部
市
・
楠
町
の
廃

置
分
合
に
伴
う
山
口
県
自
治
会
館
管
理
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

山
口
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

大
島
郡
4
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

東
部
地
方
税
整
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

光
市
・
大
和
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口

県
東
部
地
方
税
整
理
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

和
木
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

郵
政
事
業
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
に
つ

い
て

地
方
交
付
税
の
財
源
補
償
機
能
の
縮
小
反

対
と
総
額
確
保
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）

に
つ
い
て
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9
月
20
日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た

「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」に
、
和
木
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会（
藤
本
巖
会
長
）の
会
員
3
0
0

名
が
参
加
。午
前
8
時
か
ら
体
育
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
、
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
本
会
長
は
「
お
互
い
助
け
合
い
な
が

ら
、
楽
し
さ
、
苦
し
さ
を
共
有
し
、
生
き

が
い
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

し
た
い
。
今
日
は
、
そ
の
実
践
の
日
で
す
。

け
が
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
注

意
し
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
、
各
地
区
に
分
か
れ
て
、

道
路
、
公
園
、
河
川
沿
い
の
ご
み
や
草
を

集
め
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

老
連
は
毎
年
、
こ
の
活
動
に
参
加
し

「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
汗

を
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

9
月
18
日
、
兼
重
淳
郎
さ
ん
（
関
ヶ
浜

1
丁
目
）、
竹
林
美
智
子
さ
ん
（
瀬
田
2

丁
目
）
藤
本
巖
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）
土

川
律
子
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）
が
永
年
農

業
従
事
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

4
名
は
永
年
に
わ
た
り
農
業
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
を
称
え
ら
れ
、
玖
珂

郡
・
岩
国
市
・
柳
井
市
農
業
委
員
会
協
議

会
並
び
に
和
木
町
農
業
委
員
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
町
の
農
業
振
興
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

藤本　　巖さん 兼重　淳郎さん

土川　律子さん 竹林美智子さん

9
月
4
日
、
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
（
山
崎
博
司
会
長
）、
和
木
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
藤
本
巖
会
長
）
の

会
員
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
1
2
0
名

が
小
雨
の
降
る
中
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
「
梅

園
」
周
辺
の
草
刈
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

作
業
開
始
前
に
、
山
　
会
長
は
「
何
よ

り
も
、
安
全
第
一
に
私
た
ち
町
民
の
公
園

を
き
れ
い
に
、
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
草
刈

り
を
し
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
約
1
時
間
を
か
け
て
梅
園
内

及
び
周
辺
の
草
を
き
れ
い
に
刈
り
取
り
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
早
朝
か
ら

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

草刈りに汗を流す参加者ら

崎�辞

崎�辞
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9
月
18
日
、
文
化
会
館
で
町
内
在
住
の

73
歳
以
上
の
方
8
0
6
名
（
男
性
3
1
3

名
、
女
性
4
9
3
名
）
を
対
象
に
「
敬
老

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
古
木
町
長
は
「
我
が
国
は
長
寿

国
と
な
り
、
町
内
で
も
、
1
0
0
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
が
2
人
お
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
は
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、

地
域
社
会
に
日
頃
か
ら
積
極
的
に
参
加

し
、
適
当
な
運
動
、
交
流
を
交
え
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
あ
い
さ
つ
、
代
表
の
方
々
に
長

寿
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
真
山
大
吾
郎

さ
ん
の
浪
曲
、
広
森
神
楽
団
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

記念品を受けとる加藤達男さん

記念品授与者名簿
今年度80歳になられる方　男24名　女24名　計48名

氏　　　　名
松 本 照 子
岡　　　コナミ
小 林 郁 子
神 田 長 壽
中 村 正 男
安 田 笑 子
川 野 三 男
山　田　千恵子
渡 邉 四 郎
村 井 光 義
澤 井 義 明
林 　 貞 子
米 元 隆 司
林 　 實
灰 岡 　 一
宮 本 幸 子
村 重 　 保
森 本 卓 宏
岡 田 　 淳
笹 田 玉 江
山 田 彪 五
米 元 益 子
村 岡 　 勇
米 岡 幸 雄

秋 山 正 夫
石 山 富 治
土　川　キミヨ
福 森 　 都
古　川　タ子コ
大 田 安 治
鶴 　 　 義 光
藤 本 　 節

正　木　キヨ子
高　林　トシコ
善 岡　アヤコ
兼　庄　ミツコ
吉 田 秀 子

加 藤 達 男

性　別
女
女
女
男
男
女
男
女
男
男
男
女
男
男
男
女
男
男
男
女
男
女
男
男

男
男
女
女
女
男
男
女

女
女
女
女
女

男

地　　区　　名
関 ヶ 浜 １ 自 治 会
関 ヶ 浜 １ 自 治 会
関 ヶ 浜 １ 自 治 会
関 ヶ 浜 ２ 自 治 会
関 ヶ 浜 ２ 自 治 会
緑 ヶ 丘 自 治 会
瀬 田 １ 丁 目 自 治 会
瀬 田 １ 丁 目 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
つ つ じ ヶ 丘 自 治 会
つ つ じ ヶ 丘 自 治 会
つ つ じ ヶ 丘 自 治 会
わ き あ い あ い 苑
上 組 自 治 会
上 組 自 治 会
上 組 自 治 会
上 組 自 治 会
前 組 自 治 会
前 組 自 治 会

関 ヶ 浜 ２ 自 治 会
関 ヶ 浜 ２ 自 治 会
関 ヶ 浜 ２ 自 治 会
瀬 田 １ 丁 目 自 治 会
瀬 田 １ 丁 目 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
わ き あ い あ い 苑
わ き あ い あ い 苑
わ き あ い あ い 苑
わ き あ い あ い 苑
上 組 自 治 会
上 組 自 治 会
下 組 自 治 会
中 組 自 治 会
曙 自 治 会
曙 自 治 会

氏　　　　名
小　林　エミ子
中　原　シズマ
平 岡 一 正
片　原　スミ子
田 川 信 子
須　田　フミコ
岡 田 豊 子
松　田　アキノ
高　木　マツエ
政 岡 勝 三
見 越 定 之
村 重 　 等
森 重 　 清
米 本 春 三
石　井　ミチ子
田　中　ケサノ
藤 川 君 江
白　地　ハヤ子
秋　崎　登志子
高　津　ツネコ
松 本 弘 子
村 本 拜 夫
元 淨 健 爾
中 岡 浩 史

榊 　 君 雄
村　上　フミコ
森 川 貞 子
金 本 直 三
宮 本 澤 視
緒 方 利 子
藤 田 喜 雅
岡　村　スマコ
灰　岡　トシコ
森　林　ノブ子
門 馬 　 操
片　山　ヒサヨ
筒 　 ミ エ
片 原 　 忠
西 口 孝 一
徳 永 達 雄
松 並 武 子

性　別
女
女
男
女
女
女
女
女
女
男
男
男
男
男
女
女
女
女
女
女
女
男
男
男

男
女
女
男
男
女
男
女
女
女
女
女
女
男
男
男
女

片�

藤�

拜郊�

地　　区　　名
前 組 自 治 会
背 戸 場 自 治 会
背 戸 場 自 治 会
下 組 自 治 会
中 組 自 治 会
中 組 自 治 会
山 の 手 自 治 会
山 の 手 自 治 会
山 の 手 自 治 会
曙 自 治 会
中 開 自 治 会
加 賀 開 自 治 会
加 賀 開 自 治 会
上 灰 場 自 治 会
中 灰 場 自 治 会
中 灰 場 自 治 会
中 灰 場 自 治 会
中 灰 場 自 治 会
沖 灰 場 自 治 会
沖 灰 場 自 治 会
沖 灰 場 自 治 会
沖 灰 場 自 治 会
新 地 自 治 会
新 地 自 治 会

中 開 自 治 会
中 開 自 治 会
加 賀 開 自 治 会
加 賀 開 自 治 会
加 賀 開 自 治 会
中 灰 場 自 治 会
沖 灰 場 自 治 会
沖 灰 場 自 治 会

瀬 田 ２ 地 区 自 治 会
わ き あ い あ い 苑
わ き あ い あ い 苑
下 組 自 治 会
上 灰 場 自 治 会

沖 灰 場 自 治 会

片�

今年度95歳になられる方　女5名　計5名

片�

徳聽�

崎�倍

今年度99歳になられる方

善�

鶴�

嶐�

圭吉�

（敬称略）

淨�

藤�

今年度88歳になられる方　男11名　女14名　計25名
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37
点
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
古
木
町
長
、
河
村
教
育

長
を
は
じ
め
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
う
さ
ぎ
庵
さ
ん
（
森
岡
久
恵
さ
ん
、

阿
東
町
在
住
）、
山
口
大
学
教
育
学
部
福

田
教
授
、
山
口
芸
術
短
期
大
学
松
原
助
教

授
、
町
文
化
協
会
島
　
副
会
長
な
ど
総
勢

10
名
で
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
い
て
、
イ
ン
テ

リ
ア
性
・
造
形
性
・
ア
イ
デ
ィ
ア
性
な
ど

の
項
目
を
中
心
に
審
査
。

当
日
、
専
門
家
と
し
て
審
査
し
て
い
た

だ
い
た
、
福
田
教
授
や
松
原
助
教
授
は

「
竹
炭
が
黒
と
決
ま
っ
て
い
る
中
で
の
工

夫
、
炭
と
い
う
物
に
う
ま
く
造
形
性
を
組

み
合
わ
せ
た
工
夫
な
ど
が
見
ら
れ
る
。」

な
ど
専
門
的
な
視
線
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。う

さ
ぎ
庵
さ
ん
は
「
文
字
と
炭
の
合
体

に
よ
り
心
が
あ
る
も
の
が
多
く
甲
乙
つ
け

が
た
か
っ
た
。」
と
審
査
表
を
見
な
が
ら

真
剣
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

古
木
町
長
は
「
全
体
的
に
見
て
す
ば
ら

し
い
作
品
が
多
く
、
想
い
っ
竹
部
門
で
は
、

ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
作
っ
て
き
た
か
、

ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
で
は
竹
と
い
う
素
材
に

対
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
基
準

に
審
査
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
作
者
の

想
い
が
し
っ
か
り
と
込
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
審
査
員
の
方
は
、
独
自
性

9
月
9
日
、
和
木
美
術
館
で
和
木
町
特

産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
上
岡

宗
三
会
長
）
の
主
催
で
「
想
い
っ
竹
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
2
部
門
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
製
品
化
に
つ
な
が
る
作
品

募
集
し
た
「
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
」、
自
由

な
形
式
で
作
品
募
集
し
た
「
想
い
っ
竹
部

門
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
総
数
は
57
点
、
ア
イ

デ
ィ
ア
部
門
20
点
、
想
い
っ
竹
部
門

を
も
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
を
し
て
い
た

だ
き
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
の
評
価
と
し
て
、
う
さ
ぎ
庵

さ
ん
は
「
岡
本
さ
ん
の
作
品
は
特
に
商
品

性
の
高
い
作
品
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
、

手
づ
く
り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
ブ
ー
ム
を

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
商
品

と
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
手
作

り
キ
ッ
ト
と
し
て
の
商
品
化
も
面
白
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
一
本
木

「アクセサリー」

「審査のようす」

崎�辞
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の
特
産
品
の
開
発
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
多
数
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
町
特
産
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

さ
ん
の
作
品
は
、
竹
炭
を
焼
い
た
と
き
に

で
き
る
反
り
具
合
を
う
ま
く
利
用
し
、
今

に
も
走
り
だ
し
そ
う
な
馬
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
た
和
木
町

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
上
岡

宗
三
委
員
長
は
「
竹
炭
を
特
産
品
と
す
る

試
み
は
、
始
ま
っ
て
日
が
浅
い
が
、
今
回

の
応
募
作
品
を
見
て
、
非
常
に
、
潜
在
能

力
の
有
る
作
品
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
町
の
顔
と
し
て
の
特
産
品
づ

く
り
を
頑
張
り
た
い
。
和
木
町
特
産
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
は
、
多
く
の
人

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
特
徴
あ
る
町

岡
本
　
弥
生
（
瀬
田
1
丁
目
）

▼
ア
ク
セ
サ
リ
ー

藤
重
　
一
夫
（
岩
国
市
）

▼
炭
俵

赤
尾
　
峯
子
（
下
松
市
）

▼
（
あ
り
が
と
う
（
額
））

一
本
木
　
萌
（
小
学
2
年
）

▼
（
ふ
し
ぎ
な
う
ま
）

平
木
　
大
（
小
学
5
年
）

▼
夏
の
涼
風

宮
本
　
将
彰
（
小
学
1
年
）

▼
ヤ
マ
ア
マ
ガ
エ
ル

和
田
　
幸
恵
（
瀬
田
3
丁
目
）

▼
「
老
い
」
と
回
帰

「ふしぎなうま」

「入賞された皆さん」

想
い
っ
竹
コ
ン
テ
ス
ト

審
　
査
　
結
　
果

ア
イ
ディ
ア
部
門

想
い
っ
竹
部
門

（
敬
称
略
）
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ど
が
1
階
建
て
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
日
本

と
ち
が
い
、
家
と
家
の
間
が
と
て
も
広
く

何
も
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
ま
た
驚

き
ま
し
た
。
何
も
な
い
と
い
う
の
は
、
草

原
で
あ
っ
た
り
、
林
が
広
が
っ
て
い
た
り

し
て
い
る
風
景
で
す
が
、
だ
れ
が
所
有
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
方
と
た
く
さ
ん
話
を
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
期
間
だ
っ
た
の
で
そ
の
話
題
で
と
て

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
楽
し
い

生
活
の
中
で
住
ま
い
の
違
い
に
関
心
を
は

ら
っ
て
い
る
と
お
も
し
ろ
い
発
見
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
玄
関
に
あ
る
ド
ア
ベ
ル
は
、
日

本
の
よ
う
に
押
し
て
「
ピ
ン
ポ
ー
ン
」
と

鳴
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ね
じ
を
手

で
回
す
と
目
覚
ま
し
時
計
の
よ
う
な
音
が

出
る
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
玄
関
で
く

つ
は
脱
が
ず
、
室
内
は
土
足
で
生
活
し
ま

す
。
ト
イ
レ
は
、
ド
ア
を
開
け
て
か
ら
便

座
ま
で
の
距
離
が
長
く
、
数
歩
歩
い
て
た

ど
り
着
く
感
じ
で
し
た
。
風
呂
は
バ
ス
タ

ブ
が
あ
る
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
2
週
間

の
間
一
度
も
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
な
る
シ
ャ
ワ

ー
は
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
透
明
な

空
間
に
入
っ
て
使
用
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
食
事
、
気
候
、
言
葉
な
ど
た
く

さ
ん
の
ち
が
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ

も
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

毎
日
、
午
前
中
に
実
施
し
た
大
学
で
の

英
語
研
修
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ

私
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
初
め
て

の
海
外
旅
行
で
し
た
。
ま
ず
、
驚
い
た
こ

と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
の
ほ
と
ん

と
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
ま
し
た

が
、
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
神
秘

的
な
音
楽
に
ふ
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化

に
つ
い
て
の
研
修
で
し
た
。
ま
た
、
午
後

か
ら
の
体
験
学
習
で
は
、
砂
金
収
集
、
乗

馬
、
ダ
ボ
ー
動
物
園
見
学
な
ど
多
様
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
特
に
バ
サ
ー
ス
ト

の
方
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
楽
し
い
人
た

ち
で
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

も
、
い
き
な
り
「D

in
osau

r's
com
in
g

（
恐
竜
が
来
る
）」
と
叫
ん
で
、
全
員
が
机

の
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
促
さ
れ
、
み
ん
な

で
恐
竜
が
い
な
く
な
る
ま
で
待
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
食
事
が
終
わ
る
と
ほ
ぼ
毎
日

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
お
も
し
ろ
か
っ
た

の
で
す
が
、
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

言
葉
に
も
な
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「d
a
y

」
を
「
ダ
イ
」
と
発
音
し
た
り
、

「late

」
を
「
ラ
イ
ト
」
と
発
音
し
た
り

す
る
な
ど
、
初
め
は
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

研
修
が
終
わ
り
、
家
族
と
別
れ
る
と
き

は
と
て
も
辛
く
感
じ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
が
学
校
が
終
わ
っ
て
、
ま
た
こ
こ
に

来
た
ら
い
つ
で
も
歓
迎
す
る
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
、
次
は
自
分
で
お
金
を
た
め
て

絶
対
に
こ
こ
に
来
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

毎
日
の
研
修
や
、
体
験
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
楽
し
く
過
ご

し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
自
然
が
豊
か
で
人
の
心
の
温
か
い
バ

サ
ー
ス
ト
を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オーストラリアで交流事業

山
田
　
朋
世
（
和
木
中
3
年
）

「シドニーのオフィス街を背に」
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生
活
習
慣
で
も
言
葉
な
ど
の
文
化
で
も

お
も
し
ろ
い
特
色
が
あ
り
ま
し
た
。
家
の

中
で
も
靴
を
履
い
た
ま
ま
の
生
活
は
、
テ

レ
ビ
等
で
見
た
こ
と
が
あ
る
し
、
事
前
の

研
修
で
も
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
や
は

り
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
や
フ

ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
を
使
う
食
事
も
同
様

で
す
。
日
本
語
に
方
言
が
あ
る
よ
う
に
英

語
の
発
音
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
な
ま

り
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
数
字
の
8
は
「eig

h
t

（
エ
イ
ト
）」

と
発
音
す
る
よ
う
習
い
ま
し
た
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
「
ア
イ
ト
」
に
な
り
ま

す
。
午
前
中
に
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
大
学
で
英

語
研
修
を
受
け
た
際
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
か
ら
取
材
し
て
く
る
宿
題
が
出
ま
し

た
。
趣
味
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
親
切
に

も
ス
ペ
ル
で
応
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
に
は
困
り
ま
し
た
。「
ア
イ
」

初
め
て
の
海
外
、
日
本
か
ら
飛
行
機
で

約
10
時
間
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
ま
た
バ
ス
で

3
時
間
か
け
て
今
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

バ
サ
ー
ス
ト
へ
着
き
ま
し
た
。
バ
サ
ー
ス

ト
の
位
置
は
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
西
へ
2
0

0
km
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
気

候
は
、
日
本
が
8
月
の
こ
ろ
、
あ
ち
ら
で

は
晩
秋
の
よ
う
な
気
候
で
最
高
気
温
は
14

度
く
ら
い
で
す
。
時
差
は
日
本
よ
り
1
時

間
進
ん
で
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

国
土
が
広
大
な
の
で
3
つ
の
時
差
が
あ
り

ま
す
。
面
積
は
、
日
本
の
20
倍
に
対
し
、

人
口
は
約
八
分
の
一
と
い
う
デ
ー
タ
か
ら

も
、
広
大
な
土
地
に
人
が
ゆ
っ
た
り
と
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

車
窓
か
ら
見
て
驚
い
た
こ
と
は
、
羊
や

牛
、
馬
が
見
渡
す
か
ぎ
り
の
草
原
に
い
た

こ
と
で
す
。
市
街
地
で
あ
る
バ
サ
ー
ス
ト

市
も
緑
が
豊
か
で
、
た
く
さ
ん
の
植
物
が

あ
り
ま
し
た
。
車
は
、
日
本
と
同
じ
左
側

通
行
で
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
道
路
の
制
限
速
度
を
表
す
標
識
に
は
、

70
km
、
80
km
、
90
km
、
1
0
0
km
と
の
表
示

が
あ
り
、
日
本
の
高
速
道
路
並
み
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
中
に
カ

ン
ガ
ル
ー
に
注
意
、
馬
に
注
意
と
い
う
標

識
が
あ
り
、
交
通
事
故
の
被
害
に
あ
う
可

能
性
は
、
人
よ
り
も
動
物
が
高
い
こ
と
が

想
像
で
き
、
ユ
ニ
ー
ク
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
い
わ
れ
た
の
で
「
i
」
と
記
す
と
「N

o

」

と
言
う
の
で
す
。
そ
の
時
初
め
て
「
a
」

を
「
ア
イ
」
と
発
音
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
難
し
い
英
語
が
さ

ら
に
複
雑
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
よ
い
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
緊
張
す
る
出
会
い
が
あ
り
、
お
互
い

を
理
解
す
る
12
日
間
が
あ
り
、
そ
し
て
辛

い
別
れ
を
迎
え
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
研
修
の
主
催
に
携
わ
っ
た
方
、

添
乗
員
の
大
原
さ
ん
、
引
率
の
福
永
先
生

に
心
か
ら
感
謝
し
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「英語研修」 「ミネラルアンドダイナソーミュージアムにて」

「砂金採集を体験」

「ディジュリドゥの演奏体験」
※アボリジニの伝統的な管楽器※注

畠
中
　
洋
治
（
和
木
中
3
年
）
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9
月
20
日
、
岩
国
市
横
山
河
川
敷
で

「
ピ
ュ
アG

A
N
Q

メ
モ
リ
ア
ル
〝T

H
E

ま
つ
り
フ
ェ
ス
タ
〞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
岩
国
広
域
の
9

市
町
村
か
ら
、
特
産
品
の
出
店
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
市
町
村
の
伝
統
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

和
木
町
か
ら
は
、
「
四
境
太
鼓
」
と

「
四
境
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
合
同
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
3
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

今
回
の
合
同
演
奏
に
備
え
、
練
習
日
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
か
い
が
あ
っ
て
、

息
が
合
い
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
に
、
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運
営
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、
運
営
に
あ

た
る
こ
と
で
、
奉
仕
活
動
を
体
験
す
る
と

と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

▼
10
月
31
日
　

▼
和
木
中
学
校
及
び
そ
の
周
辺

▼
和
木
小
学
校
5
・
6
年
生
、
和

木
中
学
校
1
年
〜
3
年
生

▼
北
海
道
産
直
バ
ザ
ー
の
準

備
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分

別
手
伝
い
、
来
客
案
内
係
、
ス

テ
ー
ジ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
会
場

の
清
掃
な
ど

▼
10
月
中
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当

日
を
含
め
数
回
集
ま
っ
て
活
動

す
る▼

放
課
後
時
間
が
と
れ
る
と
き

（
活
動
日
時
は
、
事
務
局
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

当
日
は
8
時
か
ら
16
時
ま
で

▼
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
（
保

護
者
の
承
諾
、
捺
印
が
必
要
）
学

校
へ
提
出
す
る
。

▼
10
月
8
日
　

▼
わ
き
あ
い
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（

53
ー

3
1
2
3
）

9
月
11
日
に
、
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
小
学

生
14
名
が
、「
や
き
も
の
の
土
を
さ
が
そ

う
！
」
と
題
し
て
蜂
ヶ
峯
で
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

地
元
の
陶
芸
家
、
宮
本
健
吾
先
生
か
ら
、

土
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い

た
後
、
さ
っ
そ
く
作
業
開
始
。
子
ど
も
た

ち
は
、
短
時
間
の
間
に
た
く
さ
ん
の
赤
土

を
集
め
ま
し
た
。

こ
の
日
採
取
し
た
赤
土
は
、
次
回
の
活

動
ま
で
、
宮
本
先
生
が
乾
燥
、保
管
さ
れ
、
粘

土
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
宮
本
先
生
の
ア
イ
デ
ィ

ア
に
よ
り
、
た
だ
与
え
ら
れ
た
粘
土
で
や

き
も
の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

で
粘
土
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
さ
せ
た
い

と
の
ね
ら
い
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
集
め
た
ふ
る
さ
と

の
土
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
を
愛

す
る
心
情
を
育
て
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

次
回
の
活
動
で
は
、
水
と
土
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
、
粘
土
を
作
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算320号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

（ ）日（ ）金
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

☆追憶＋LOVE  LETTER／島谷ひとみ
☆横顔／矢沢永吉
☆ユグドラシル／BUMP OF CHICKEN
☆MELODY／175R
☆EXPLORER／槇原敬之

『愛する能力』 瀬戸内寂聴著　
『アフターダーク』 村上春樹著　
『間宮兄弟』 江國香織著　
『ももこの７０年代手帖』 さくらももこ著　
『冥土のお客』 佐藤愛子著　

『臆病者と呼ばれても』 マーカス・セジウィック著
『ビュンビュンきしゃをぬく』
アーナ・ボンタン作　バージニア・リー・バートン絵

『ねえねえ』 内田麟太郎作　長谷川義史絵　
『はるかな島のものがたり』

山下明生文　宇野亜喜良絵　
『つきよのぼうけん』 エインゲルタ・アーディゾーニ文

エドワード・アディゾーニ絵

☆EXODUS／utada
☆ジーニアス・ラヴ～ 永遠の愛／レイ・チャールズ
☆美しき日々／オリジナルサウンドトラック
☆演歌名曲コレクション４　

番場の忠太郎/氷川きよし

『沙門空海唐の国にて鬼と宴す　巻ノ４』 夢枕　獏著
『月が昇るとき』 グラディス・ミッチェル著　
『猫に名前はいらない』 Ａ・Ｎ・ウィルソン著　
『うちの玄米ごはん』 高山なおみ著　
『マイライフ　クリントンの回想　上・下』

ビル・クリントン著

『わたしのくまさんに』
デニス・ハシュレイ作　ジム・ラマルシェ絵

『パパとママのたからもの』
Ｓ・マクブラットニィ文　Ａ・ジェムラー絵

『スピリット島の少女』
ルイージ・アードリック作

『きみはほんとうにすてきだね』 宮西達也作・絵
『ミルクウィード』 ジェリー・スピネッリ作　

今月の休館日　4日（月）・11日（祝）・18日（月）・25日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

☆図書館内でＤＶＤが視聴できます。
今までは貸し出しのみでしたが、ビデオと同様1人1日1枚に限り視聴で
きるようになりました。どうぞご利用ください。
☆図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになっています。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索や予約ができます。）
☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。

和木町立図書館（ 54ー0222）

10月16日（土）15時～
図書館内絵本のコーナー

よみきかせボランティア「ぴのきお」
○図書館では、毎月第3土曜日に絵
本の読みきかせを行っています。

10月29日（金）15時～

図書館内絵本のコーナー

にじいろのたねおはなし会サークル

ストリーテリング

絵本の読みきかせ

紙しばい
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10月30日（土）予選（14時～16時）

本選（18時30分～21時30分）

文化会館

和木民謡部・四境太鼓保存会・日本舞踊

10月12日（月）までに

教育委員会へ（定員65名）

教育委員会（ 53ー3123）

平岡　光胤

幻影厳島、

峨眉山月の歌

11月20日（土）
13時30分～16時　
文化会館

※福祉バスが
ご利用できます。

老人クラブ連合会事務局
（ 52ー8644社会福祉協議会）

安全・安心は町の売り物
安井 潤一郎氏（早稲田商工会会長）
11月5日（金）18時30分開演
文化会館
無　料　
商工会（ 53－2066）

※和木町共通商品券は商工会で販売中

▼
10
月
8
日
　
〜
10
月
11
日

▼
10
時
〜
17
時（
10
月
8
日

は
、

12
時
〜
17
時
）

▼
国
会
議
員
時
代
、
東
京
か
ら
山

口
を
行
き
来
す
る
中
で
、
趣
味
と
し
て
描
い

た
油
絵
を
数
十
点
展
示

▼
無
料

▼
教
育
委
員
会

（

53
ー

3
1
2
3
）

▼
10
月
22
日
　
〜
11
月
21
日

▼
10
時
〜
17
時

▼
和
木
美
術
館

■
10
月
22
日
　
〜
24
日

・
草
月
流

・
池
　
坊
　
専
生
池
坊

・
未
生
流

・
俳
句
教
室

（
24
日
）〈
裏
千
家
抹
茶
〉

■
10
月
28
日
　
〜
31
日
　

・
愛
石
会

・
あ
ざ
み
の
会（
ち
ぎ
り
絵
）

・
短
歌
会
　

（
31
日
）〈
小
笠
原
流
礼
法
煎
茶
〉

■
11
月
4
日
　
〜
7
日
　

・
七
宝
焼
教
室

・
あ
み
も
の
教
室

■
11
月
11
日
　
〜
14
日
　

・
美
術
部
　
　
・
子
ど
も
絵
画
　
　
　

・
絵
　
画
　
　
・
木
彫
り

〈
絵
画
特
別
出
品
〉

三
分
一
　
貴
司
（
故
）
岡
崎
　
文
秀

■
11
月
18
日
　
〜
21
日
　

・
翠
洋
書
道
会
　
・
明
水
書
道
会
　
　

・
心
龍
総
合
書
道
　
・
陶
芸
教
室

〈
陶
芸
特
別
出
品
〉

藤
川
　
暁
子
　
　
宮
本
　
健
吾

▼
和
木
町
教
育
委
員
会
・
和
木
町

文
化
協
会
・
後
援
・
和
木
町

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
1
9
1
）

（ ）金

（ ）金

（ ）日

（ ）日

（ ）木

（ ）日

（ ）木

（ ）日

（ ）木

（ ）日

（ ）金

（ ）金（ ）月

（ ）木

（ ）日

平岡　光胤

関ヶ浜第１集会所　12時45分

和田衣料店　　　　12時50分

瀬田淨蓮寺　　　　13時00分

拓和土木　　　　　13時02分

三井体育館　　　　13時25分
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「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
心
の
動
き
も
か

ら
だ
の
変
調
も
目
に
現
れ
る
も
の
で
す
。

目
の
疲
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
、
頭
痛
や

肩
こ
り
な
ど
全
身
に
症
状
が
広
が
っ
て
き

ま
す
。
日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

10
月
か
ら
3
月
ま
で
毎
月
1
回
プ
レ
イ

ル
ー
ム
の
場
を
活
用
し
て
、
こ
ど
も
に
伝

え
た
い
マ
ナ
ー
講
座
を
下
記
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
知
っ
て
得
す
る
マ
ナ
ー
の
あ
れ

こ
れ
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
ひ
と
時
、
あ
な

た
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
た
め
の
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

※
会
場
は
、
全
て
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す
。

▼
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

準
備
の
都
合
上
、
全
回
と
も
1

週
間
前
ま
で
に
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
（

52
ー

7
2
9
0
）
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

1
回
1
0
0
円
（
お
茶
代
と
し
て
）

で
、
目
の
過
労
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
特
に

パ
ソ
コ
ン
な
ど
O
A
機
器
を
使
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
眼
精
疲
労
で

「
目
が
か
す
む
、
鼻
の
つ
け
根
や
ひ
た
い

が
痛
い
、
頭
が
重
い
、
め
ま
い
や
吐
き
気
」

と
い
っ
た
症
状
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。本

や
書
類
を
長
時
間
読
ん
だ
あ
と
や
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
テ
レ
ビ
画
面
を
見
す
ぎ

た
と
き
、「
目
が
疲
れ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
、

と
り
あ
え
ず
書
類
や
テ
レ
ビ
か
ら
目
を
離

し
、
し
ば
ら
く
目
を
閉
じ
て
何
も
見
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
目
の
上
に
ぬ
れ
タ
オ
ル

を
お
く
の
も
癒
し
効
果
が
あ
り
ま
す
。
同

時
に
か
ら
だ
も
ゆ
っ
た
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ま
す
。

緑
の
多
い
風
景
、
観
葉
植
物
な
ど
を
な

が
め
て
い
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て

き
ま
す
。
緑
色
は
目
へ
の
刺
激
が
少
な
い

色
で
す
。
身
近
に
緑
の
観
葉
植
物
な
ど
を

お
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

長
時
間
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
・
手
芸
な
ど
の
後
は
、
窓
の
外
の

風
景
で
も
な
が
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、

ぐ
っ
と
伸
び
を
し
た
り
、
首
を
動
か
す
軽

い
体
操
を
す
る
と
、
血
行
が
よ
く
な
り
か

ら
だ
の
疲
れ
が
と
れ
、
目
も
ス
ッ
キ
リ
し

ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
不
足
は
目
だ
け
で
な
く
、
体

全
体
の
調
子
を
崩
し
ま
す
。
目
の
た
め
に

も
、
偏
り
の
な
い
食
事
は
大
切
で
す
。
野

菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

休
ん
で
も
と
れ
な
い
痛
み
や
、
気
に
な

る
見
え
方
の
変
化
が
あ
っ
た
ら
、
眼
科
で

見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
40
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
眼
科
を
受
診
す
る
と
き
に
は
同
時
に

眼
底
検
査
を
受
け
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化

な
ど
生
活
習
慣
病
の
発
見
と
予
防
に
役
立

ち
ま
す
。
白
内
障
や
緑
内
障
、
網
膜
は
く

離
な
ど
の
病
気
も
定
期
受
診
し
て
お
く

と
、
早
く
見
つ
け
て
経
過
に
あ
わ
せ
た
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
の
調
節
能
力
を
助
け
る
道
具
と
し

て
、
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
あ
り

ま
す
。
ピ
ン
ト
が
合
わ
な
い
ま
ま
無
理
を

し
て
見
よ
う
と
す
る
よ
り
、
眼
科
で
処
方

し
て
も
ら
っ
た
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
を
使
っ
て
目
の
負
担
を
軽
く
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
場
合
は
、
調
子

が
よ
く
て
も
眼
科
で
半
年
に
1
回
程
度
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
』
で
す
。

夜
型
生
活
が
一
般
的
に
な
り
、
長
時
間
に

わ
た
っ
て
目
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
照

明
に
も
気
を
配
っ
て
、
十
分
な
明
る
さ
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。
遅
く
て
も
深
夜
12
時

に
は
就
寝
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

目
、
い
た
わ
っ
て

ま
す
か
？

こ
ど
も
に
伝
え
た
い

マ
ナ
ー
講
座
ｉｎ
プ
レ
イ
ル
ー
ム

よちよち歩きができるようになったお子さんのはじめての徒
競走です。みなさんお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

10月31日（日）10時～11時
中学校グラウンド内
よちよち歩きができるお子さん
当日母推テント内で受付。
先着100名まで参加賞あり。
和木町母子保健推進協議会
保健相談センター（ 52－7290）

日　　　　　時

第1回　10月 7 日（木）
10時30分～11時30分

第2回　11月 4 日（木）
10時30分～11時30分

第3回　12月 2 日（木）
10時30分～11時30分

第4回　 1 月20日（木）
14時～15時

第5回　 2 月17日（木）
14時～15時

第6回　 3 月17日（木）
14時～15時

内　　　　　容

コーヒーのおもてなし
「マナー」の基本

コーヒーとお菓子
七五三

お茶のおもてなし～パート1～
お正月

お茶のおもてなし～パート2～
節分

お茶とお菓子
ひなまつり

懐紙の使い方
悲しみごと
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鮭とほうれん草のとろみ煮

鮭（甘塩）・・・・・・450g
しめじ・・・・・・・・・・・1袋
ほうれん草・・・・・250ｇ
小麦粉・・・・・・・・・・適宜
だし汁・・・・・・・・300cc

しょうゆ・・・・・・・・・・・・大さじ1

みりん・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

鮭・・・・・・・・・・１人２切れになるように切っておく。キッチンペー
パーで水気をふいて小麦粉をまぶしておく。

しめじ・・・・・・・・根元を切り落とし、手でほぐす。
ほうれん草・・・さっと茹でて、長さ３～４ｃｍに切って水気を絞る。

油を使わない料理です。簡単なので、ぜひ作ってみてください。
（食推２班　高橋　俊恵）

なべにだし汁と＠を加えて煮立て、①の鮭を入れる。火が通ったら、
しめじを加える。水溶き片栗粉を加えてとろみをつけ。ほうれん草
を最後に加えてさっと煮る。 10月17日（日）～23日（土） 9時30分～13時

薬剤師が行う服薬指導は、服用薬の相互作用の有
無の確認や、医薬品に対する正しい理解のために大
切です。この機会に薬に対する理解を深めましょう。
○医薬品は、医師や薬剤師等専門家に相談して使用
しましょう。
○医薬分業は服用薬の相互作用を薬剤師が確認する
ことにより、医療の質の向上を図ろうとするもの
です。
○医薬品は使用の時期、量、
方法をよく理解し適正に
使用しましょう。

献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現
在、全国的に血液が不足しています。10月29日に予
定していましたが、年間に採血できる量の関係から
日程を繰り下げましたので、6月に献血された方もご
協力いただくことができます。

11月1日（月）10時～12時
13時～15時30分

保健相談センター

＠�

だし汁�

しょうゆ�
みりん�
砂糖�



▼
11
月
2
日
　
　
13
時
〜
16
時

▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

▼
地
元
人
権
擁
護
委
員
、
岩
国
法

務
局
職
員

▼
家
庭
内
で
の
も
め
ご
と
、
相

続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の
貸

借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も

め
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守

い
た
し
ま
す
。

▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

▼
10
月
18
日
　
13
時
〜
16
時
（
事

前
の
受
付
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。）

▼
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩
国
　

支
部
会
議
室

▼
金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係

等
の
法
律
上
の
問
題

▼
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
地

区
会
所
属
の
弁
護
士

▼
山
口
地
方
家
庭
裁
判
所
岩
国
支

部
会
議
室
（

41
ー

3
1
8
1
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

総
務
省
で
は
、
行
政
制
度
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
10
月
18
日
　
か
ら
10
月
24
日
　
ま
で

の
1
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
、

各
種
の
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
週
間
に
先
だ

ち
、
行
政
相
談
員
の
松
本
和
夫
さ
ん
（
和

木
4
丁
目

52
ー

4
3
4
4
）
が
行
政
相

談
所
を
開
か
れ
ま
す
。

▼
10
月
15
日
　
　
10
時
〜
12
時

▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
専
門
医
師

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

▼
専
門
医
師

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内
　

各
地

▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

（ ）月

（ ）金

（ ）日

（ ）火（ ）月

15

▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
蜂
ヶ
峯

総
合
公
園

▼
12
月
６
日

▼
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
実
行
委
員
会

（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
　
52
ー

2
8
1
1
）

大
会
ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

募
集
中
　

8
月
25
日
、
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東
の

藤
越
和
彦
代
表
が
、
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
河
村
忠
昭
本
部
長
を
訪
ね
、
メ
ダ
ル

54
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
9
月
5
日
、
蜂
ケ
峯
総
合
公
園

で
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
が
主
催
し
た
「
第

11
回
和
木
町
近
郊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
の
優
勝
チ
ー
ム
ほ
か
に
贈
る

メ
ダ
ル
で
、
こ
の
大
会
の
成
功
並
び
に
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
発
展
を
願
っ
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

和
木
町
ス
ポ
少
の
発
展
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
10
月
30
日
　
、
31
日
　

（ ）土

（ ）日

（ ）月

！

5・10km

5・10km

5・10km

3,000円

特に制限

なし

特に制限

なし

40歳以上

小学校男

子・女子

中学校

男子

中学校

女子

2.2km

5km

3km

特に制限

なし

特に制限

なし

特に制限

なし

800円



介
護
の
話
題
は
よ
く
耳
に
す
る
け
ど
、

実
際
に
ど
う
す
る
か
わ
か
ら
な
い
、
現
在
、

親
や
親
戚
の
介
護
で
困
っ
て
い
る
、
い
ず

れ
は
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
介

護
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
を
対
象
に
「
始
め
て
の
介
護
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

▼
10
月
18
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
住
宅
ケ
ア
モ
デ
ル
住
宅
（
わ
き

あ
い
あ
い
苑
　
隣
）

▼
初
級
介
護
術

▼
10
月
12
日
ま
で
に
、
わ
き
あ
い

あ
い
苑
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

送
迎
も
い
た
し
ま
す
。

▼
わ
き
あ
い
あ
い
苑
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（

54
ー

0
3
2
2
）

◆
プ
ー
ル
換
水
と10

月
25
日
　
〜
29
日
　

ま
で
休
館
し
ま
す
　

◆

▼
11
月
3
日
　
　
11
時
〜
17
時

▼
無
料

▼
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス

（

82
ー

0
2
3
0
）

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、
ご

希
望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

16

平
成
17
年
和
木
町
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
で

つ
く
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
、
昭
和
60
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

成
人
式
の
企
画
・
運
営

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
・
運
営

平
成
17
年
1
月
9
日
　

▼
10
時
30
分
〜

▼
11
時
〜
11
時
30
分

▼
12
時
〜
13
時

▼
教
育
委
員
会（

53
ー

3
1
2
3
）

▼
16
万
円
（
年
額
）

▼
20
歳
以
上
で
、
身
障
手
帳
1
・

2
級
及
び
療
育
手
帳
A
・
B
所
持
者
、
精

神
障
害
者
で
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に

規
定
す
る
方
で
在
宅
の
方
。

※
公
的
年
金
受
給
者
は
半
額

▼
8
万
円
（
年
額
）

20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
1
・
2
級
又
は

療
育
手
帳
A
所
持
者

▼
7
万
円
（
年
額
）

20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
3
級
又
は
療
育

手
帳
B
所
持
者
　

※
今
月
は
、
障
害
者
扶
助
料
及
び
児
童
福

祉
年
金
後
期
分
の
支
給
月
で
す
。

民
生
委
員
の
方
が
お
届
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
8
）

引
越
し
、
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
時
、

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
時
、
長
期
の
不

在
等
に
よ
り
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合
や

使
用
者
名
の
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
都

市
建
設
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
都
市
建
設
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
6
）

山
口
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
山
口
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼

効
力
発
生
の
日
平
成
16
年
10
月
1
日

※
平
成
14
年
度
か
ら
時
間
額
表
示
の
み
と
　

な
り
ま
し
た

こ
の
金
額
に
満
た
な
い
額
で
働
か
せ
た
り
、

働
い
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。▼

山
口
県
労
働
局

（

0
8
3
ー

9
9
5
ー

0
3
7
2
）

日
常
生
活
に
役
立
つ
計
量
単
位
換
算

表
・
県
内
郵
便
番
号
一
覧
表
・
山
口
県
の

人
口
産
業
・
社
会
・
文
化
な
ど
の
基
礎
資

料
、
国
会
・
県
議
会
議
員
・
市
町
村
三
役

名
簿
な
ど
の
情
報
を
満
載
し
て
い
ま
す
。

仕
事
や
学
習
、
ご
家
庭
用
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
11
月

▼
縦
14

×
横
8

▼
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
製

▼
県
行
行
政
区
画
図
、
七
曜
表
、

略
歴
表
、
満
年
齢
月
早
見
表
、
日
記
帳

（
行
事
予
定
表
、
歳
時
記
、
日
記
）、
統
計

資
料
、
名
簿
編
、
生
活
編
、
東
京
都
地
下

鉄
路
線
図
、
住
所
録
（
別
冊
）

▼
4
8
0
円
（
送
料
別
）

▼
企
画
総
務
課（

52
ー

2
1
3
5
）

山
口
県
統
計
協
会

（

0
8
3
ー

9
3
4
ー

3
1
1
0
）

（ ）日

（ ）月

（ ）金

（ ）祝

cm

cm

（ ）月



高
齢
者
が
医
療
を
受
け
た
と
き
の
負
担
を
軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
方
は
65
歳
）
の
方
、
昭
和
7
年

9
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
が

お
医
者
さ
ん
な
ど
に
か
か
る
と
き

は
、
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ま

す
。
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は

1
割
（
一
定
以
上
の
所
得
者
※
は

2
割
）
で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加

入
者
や
被
扶
養
者
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
方
お
よ
び
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方
の
う
ち
、
1
名
で
も

一
定
の
所
得
（
課
税
所
得
が
1
2
4
万
円
）
以
上
の
方
が
同
一
世
帯
に
い
る
方

に
あ
た
り
ま
す
。

た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
方
お
よ
び
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方
の
収
入
の
合

計
が
、
2
名
以
上
の
場
合
は
6
3
7
万
円
未
満
、
1
名
の
場
合
は
4
5
0
万
円

未
満
で
あ
る
と
申
請
し
た
場
合
は
、「
一
般
」
の
区
分
と
同
様
に
な
り
、
1
割
負

担
と
な
り
ま
す
。

老
人
医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担
分

以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保

険
組
合
な
ど
が
負
担
す
る
「
老
人
保

健
拠
出
金
」
が
約
7
割
を
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
が
負
担
す
る

「
公
費
」
が
約
3
割
を
そ
れ
ぞ
れ
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。

「
老
人
保
健
拠
出
金
」
は
、
国
民
健
康
保
険
や
健
保
組
合
な
ど
医
療
保
険

の
保
険
者
と
、
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
公

費
」
は
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
人
医
療
費
は
み
ん
な
で
支
え
て
い
る
の
で
す
。

※
老
人
医
療
の
負
担
割
合
は
、
年
4
％
ず
つ
、
段
階
的
に
公
費
負
担
が
増
加

し
、
平
成
18
年
10
月
に
公
費
負
担
割
合
は
50
％
と
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
、
老

人
医
療
費
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性
的
な
病
気
や
、
骨
粗
し
ょ
う

症
な
ど
に
よ
る
骨
折
と
い
っ
た
心
身
の
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
る
病
気
や
け

が
が
増
え
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
高
齢
者
の
医
療
費
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

国　保�
健保組合など�
約7割�

公費�

約3割�

老人医療費�
（自己負担分以外）�

老
人
医
療
費
が
増
え
て
い
ま
す

老
人
医
療
費
は
み
ん
な
が
支
え
て
い
ま
す

老
人
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す

17

老
人
保
健
制
度
と
は

老人保健制度？�



高
齢
者
の
医
療
費
の
自
己
負
担
は
１
割
で
も
、
残
り
は
老
人

保
健
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
節
約
は
皆
さ
ん
の
自
己
負

担
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
医
療
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
の

た
め
に
も
必
要
で
す
。

□

１
つ
の
病
気
で
お
医
者
さ
ん
を
あ
ち
こ
ち
変
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
　

●

受
診
し
た
医
療
機
関
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
医
療
費
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

□

時
間
外
や
休
日
で
も
か
ま
わ
ず
受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

●

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
加
算
料
金
が
つ
き
、
医
療
費
が
増
え
ま
す
。

□

必
要
以
上
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●

不
必
要
な
受
診
は
ム
ダ
な
医
療
費
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

□

定
期
健
診
を
お
こ
た
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
重
症
化
を
防
ぎ
、
医
療
費
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

□

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
ぐ
に
大
病
院
へ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
近
所
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
付�

1割� 医
療
費
の
節
約
は
自
分
の
た
め
、

医
療
保
険
制
度
の
た
め

こ
ん
な
医
療
の
か
か
り
方
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

（
老
人
保
健
医
療
で
受
け
る
方
の
場
合
）

・
・
2，
7
0
0
円

・
・
・
7
4
0
円

・
・
1，
5
8
0
円

▼
1
割
負
担
▼
約
5
0
0
円
（
自
己

負
担
額
）

自
己
負
担
は
1
割
分
の
約
5
0
0

円
で
す
が
、
医
療
費
全
体
で
は
約
5，

0
0
0
円
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
・
・
・
・

｝

※1現役世代の平均的収入以上の所得のある方（課税所
得が年124万円以上の方）と、その世帯に属する方
ただし、年収が夫婦2人世帯などで637万円未満、単

身世帯で450万円未満の方は届け出れば「一般」区分と
なります。

※2同一世帯の全員が住民税非課税の方。

※3同一世帯の全員が住民税非課税で、
その世帯の各所得が必要経費・控除「年
金の所得は控除額を65万円とする」を差
し引いたときに0円になる世帯の方。

負担割合所得区分

1割一　般

低所得者１
※2 1割

1割低所得者１
※3

8,000円 24,600円

15,000円8,000円

一定以上

所得者

※1

2割 40,200円

72,300円プラス、医療
費が361,500円を超えた
場合は、超えた分の1％
を加算。（過去12ヶ月
以内にBの自己負担限
度額を4回以上超えた
場合、4回目からの限
度額は40,200円）

12,000円

A外来（個人ごと）

40,200円

B外来＋入院
（世帯単位）

18
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（

対
岸
の
土
手
あ
か
あ
か
と
彼
岸
花

陣
場
　
直
雄

大
蛸
を
吊
し
て
島
の
秋
ま
つ
り

陣
場
　
孝
子

野
分
過
ぎ
船
に
積
み
込
む
ベ
ニ
ヤ
板

浜
田
千
代
美

湯
上
り
の
双
児
追
ひ
か
け
昼
の
虫

浦
　
　
盈
子

家
裏
に
い
ち
め
ん
に
咲
く
曼
珠
沙
華

小
川
　
誉
子

新
涼
や
小
蟹
が
走
る
青
畳

越
智
　
幸
子

赤
子
抱
く
百
歳
の
母
菊
日
和

下
村
美
恵
子

み
ど
り
児
の
な
ま
こ
澄
み
を
り
青
葡
萄

灰
岡
美
穂
子

サ
ッ
カ
ー
の
果
て
て
見
上
ぐ
る
天
の
川

平
岡
　
菊
江

裏
山
の
竹
は
声
あ
げ
台
風
裡

山
重
　
杵
子

上
棟
の
槌
打
つ
音
や
菊
日
和

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

▼
都
市
建
設
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
パ
ソ
コ

ン
を
申
込
み
、代
金
を
前
払
い
で
支
払
っ
た
が
、

何
日
た
っ
て
も
商
品
が
届
か
な
い
し
、
業
者
へ

電
話
を
し
て
も
通
じ
な
い
。

】
書
面
や
メ
ー
ル
で
返
金
要
求
し
て

み
る
よ
う
伝
え
た
。何
の
連
絡
も
な
い
場
合
は
、

警
察
へ
届
を
だ
す
よ
う
助
言
し
た
。

】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
契

約
前
に
「
①
事
業
者
が
実
在
す
る
か
を
電
話
な

ど
で
確
か
め
る
②
返
品
に
関
す
る
表
示
内
容
を

確
認
す
る
③
代
金
の
前
払
い
は
な
る
べ
く
避
け

る
」
な
ど
に
注
意
し
、
契
約
は
慎
重
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
代
金
前
払
い
の
場
合
、

代
金
支
払
い
後
に
事
業
者
と
の
連
絡
が
取
れ

な
く
な
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
な
く
な

る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー

ビ
ス
（
第
三
機
関
が
間
に
入
り
、
買
主
か
ら

商
品
代
金
を
預
り
、
買
主
が
商
品
を
確
認
し

た
後
、
預
り
金
を
売
主
に
渡
す
シ
ス
テ
ム
）

が
利
用
可
能
か
ど
う
か
も
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
通
信
販

売
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。

携
帯
電
話
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
ペ
ー
ジ
の
住
所
）
の
広
告
メ
ー
ル
が

送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
接
続
し
、
入

り
口
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
登
録
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
利
用
規
約
を
見
る
と
「
入
口
を
ク
リ
ッ
ク

し
た
時
点
で
登
録
と
な
る
」と
書
か
れ
て
お
り
、

サ
イ
ト
運
営
者
か
ら
料
金
の
請
求
電
話
が
あ
っ

た
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

】
相
談
者
は
サ
イ
ト
の
入
口
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
契
約
さ
れ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
契
約
は
錯
誤
（
勘
違
い
）
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
サ
イ
ト
も
利
用

し
て
い
な
い
の
で
支
払
い
を
断
る
よ
う
助
言
し
た
。

】
最
近
、
若
者
を
中
心

に
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
入
口
な

ど
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
契
約
が
成
立
す
る

よ
う
な
利
用
規
約
（
利
便
性
向
上
と
い
う
理
由

で
）
を
定
め
画
面
の
最
後
で
説
明
す
る
な
ど
意

図
的
分
か
り
に
く
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

話
番
号
が
わ
か
る
認
識
番
号
を
含
む
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
記
載
し
た
メ
ー
ル
を
送
る
た
め
、
サ
イ
ト

運
営
者
は
、
ど
の
電
話
番
号
が
い
つ
接
続
し

た
か
確
認
し
、
料
金
の
請
求
を
し
て
く
る
の

が
特
徴
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
策
と
し

て
は
、
法
律
上
（
電
子
契
約
法
第
3
条
・
民

法
第
95
条
）、
利
用
者
が
契
約
に
あ
た
り
錯

誤
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
契
約
は
原
則
と
し

て
無
効
と
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
事
例
に
よ
っ
て
は
法
律
上
有
効
な
契

約
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
知
ら

な
い
送
信
元
か
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
不
用
意
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
総
務
課
　
　
　
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
　
　
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

ｅ

消費者生活相談�
だよりVol.１�

メール�
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ア
テ
ネ
五
輪
テ
レ
ビ
に
釘
づ
け
応
援
す
女
性
パ
ワ
ー
に

感
動
覚
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
宇
次
信
子

白
き
花
散
り
く
る
姿
あ
は
れ
な
り
地
に
落
ち
て
消
ゆ
な

に
ご
と
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
柴
冨
美
子

お
月
さ
ま
し
ば
し
眺
め
つ
三
四
ち
ゃ
ん
は
か
な
た
旅
路

の
夢
見
る
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
渕
ハ
ネ
子

生
命
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
虫
の
声
幾
種
も
聞
こ
ゆ
自
然
の

合
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
屋
　
笑
子

百
日
紅
う
す
紅
に
夏
を
咲
く
日
射
し
の
中
に
色
鮮
や
け

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
千
尋

花
火
爆
ず
る
音
の
と
だ
え
て
川
面
に
は
橋
と
あ
か
り
の

揺
れ
つ
つ
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
巳
津
子

青
海
島
潮
風
切
っ
て
島
め
ぐ
る
真
夏
の
海
に
水
脈
光
ら

せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
野
　
賀
代

ア
ル
バ
ム
を
囲
み
て
昔
を
語
ら
え
ば
写
真
の
中
の
先
祖

が
笑
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
川
美
代
子

か
へ
ら
ざ
る
川
の
流
れ
を
佇
ち
て
観
る
川
瀬
の
音
は
父

母
の
語
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
中
ツ
ヤ
子

隅
田
川
波
に
揺
れ
い
し
ゆ
り
カ
モ
メ
水
上
バ
ス
に
夏
の

陽
ま
ぶ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
園
　
静
美

渾
身
の
技
と
努
力
で
若
き
ら
は
ア
テ
ネ
に
咲
か
せ
し
み

ご
と
な
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
　
初
子

実
を
赤
く
染
め
し
ほ
ほ
づ
き
懐
か
し
き
口
に
含
め
ば
キ

ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
三
村
　
浄
コ

大
地
染
め
百
万
本
の
向
日
葵
は
妖
し
き
ま
で
に
黄
に
照

り
映
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
上
　
紀
子

不法投棄は犯罪です。
最近、町内各所（ゴミステーション含む）において生活ゴミなどの不法投棄が増加し

ています。

家電4品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）や、まとまったゴミが捨ててある場

合は、警察と協力して対処しますので、不法投棄を見つけたら警
察に通報するか、住民サービス課
にご連絡ください。

廃棄物を不法投棄した場合、5年以下の懲役または1,000万

円以下の罰金になるなど、反社会的行為としてきびしい制

裁措置となっています。

ゴミの処理については、日頃から家族や知人と話し合い、

清潔で美しい街づくりをしましょう。

（ 52-2135 内線204）

み

お

ふ
ふ

ヒ
マ
ワ
リ

その67

日
本
管
楽
器
界
を
代
表
す
る
奏
者
が
管
楽
の

技
を
あ
な
た
に
伝
授
し
ま
す
！

▼
11
月
27
日
　
　
14
時
〜
17
時

▼
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
そ
の

他
、
合
計
75
名

▼
11
月
28
日
の
オ
イ
ロ
ス
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
時
に
「
管
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
申
込
用

紙
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。（
チ
ケ
ッ
ト
1
枚

に
つ
き
1
人
）
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
へ
申
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
い
た
し
ま
す
。）

▼
教
育
委
員
会
（

53
ー

3
1
2
3
）

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

坂
本
　
弘
文
さ
ん
（
岩
国
市
小
瀬
）

中
原
シ
ズ
マ
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

谷
本
　
政
弘
さ
ん
（
和
木
２
丁
目
）

和
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
作
業
部
様

（ ）土



ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

▼
10
月
10
日
　
8
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
17
日
　
に
延
期

●
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
草
、
泥
な
ど
は
袋
に
い
れ
な
い
で
、

別
々
に
し
て
道
路
の
路
肩
な
ど
に

積
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
差

点
付
近
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

今 月 の 納 税

Ｑ：年度の途中で国保に加入・脱退した場合の保険料はどうなるのでしょうか？
保険料は､年度ごとに計算しています。世帯の中に、年度の途中で国保に加入したり脱退したりした人がいた場

合､保険料を計算しなおします。

●途中で加入した場合
加入した月から月割で計算します。
※他の市町村から転入して国保に加入した場合､前年の所得を前住所地に問い合わせますので､所得金額が判明し　
た後､保険料が追加徴収されることがあります。

●途中で脱退した場合
脱退した月の前月分までを月割で計算します。
★65歳（介護保険第1号被保険者）になるときは
65歳になる前月までの介護保険分は、国民健康保険料として年度末までの月に分けて納めていただくことにな

ります。
（注）第1号被保険者としての保険料納付時期と重なりますが､保険料を二重に支払っているわけではありません。

（ ）日

（ ）日
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